
 



子 も 一緒に考える大災害の備え　１号

学校 毎年大震災 想定 年 回引 取 訓練 行 い す

子 真剣 取 組 姿 改 訓練 大 認識

思い す

今号 そ “引 取 ” い 考え う

★兄弟 う学校 通 い 場合 うす 各家庭 決 う

関町北小学校ＰＴＡ
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引 取 ういう場合 行わ ？

引き取りについて

引 取 際 け 覚え う！

防災館の紹介

ルール 守 ムー 引 取 す

防災館の紹介

大災害の備え

防災館の紹介

服や荷物 取 戻 す

最低限 準備 す やく非難す 大事 す

１号

防災館の紹介

服や荷物 取 戻 す

最低限 準備 す やく非難す 大事 す

地震ヷ火災 災害時 児童安全確保

総合的 判断 行わ す！

保護者 引 取 行け い場合 ？

地震ヷ災害 い 起 わ せ

３ 年 ７ ％ 確率 起 いわ い す
い いう時 備え 一緒 考え う

保護者 録者 以外
引 渡 せ

引 取 あ 学校 待機
す す

ヷ保護者 録者 引 取

ヷ兄弟 い 場合 上 学年 引 取
ヷ氏 ヷ児童 続柄 伝え

ヷ私語 慎
ヷ自 勝手 判断 行動 い



子 も 一緒に考える大災害の備え　１号

※詳細 学校 覧く い

東京都練馬区 丘6-4-1

東京都豊島区西池袋2-37-8

東京都墨田区横川4-6-6

東京都立川市泉町1156-1

池袋防災館 03-3590-6565

関町北小学校ＰＴＡ

場 所 問い合わせ

防災学習センタヸ 03-5997-6471
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本所防災館 03-3621-0119

立川防災館 042-521-1119

め情報

防災館の紹介

知っ得情報

災害の備えチェック表

学校 地震 生ヷ火災 生ヷ不審者侵入時 想定
毎月 回避難訓練 実施 い す

“地震体験コヸナヸ”“煙体験コヸナヸ”

色々 体験 防災館 知 い ？
家族 一緒 行 う

学校地域合
防災訓練

火 災

台 風 不審者

地 震

学校 色々 想定 訓練 おこ わ い ！



私達 東京 直 型地震 い 来 し い 言わ い

地震発生直後 行動 あ 生死 そ 最 重要 いわ い

“大 72時間” い シュミレヸションし し う

★周囲 状況 把握し 近隣 方 声 掛 合い 助 合い し う

★一人 行動 避 や 避難 事 大事

関町北小学校ＰＴＡ

- 3 -

大切 ７２時間

地震発生

～ 経過

避難準備

～ ０ 経過

★脱出口 ヶ所以 確保！ 慌 外 飛び出 危険

自 家ヷ隣接 建物 倒壊 危険 あ

場合 “ 全 場所” 避難し し う！

頭 保護 役 立 ！

号

防災館の紹介

慌 火 消し 行

自 身 し う

不 ヷ不自由 気持 一緒

我慢し 互い助 合い し う

無理 ルヸル し う

あっ！地震発生 うしよう

頭 机ヷテヸブル

脚 し う

“家具 転倒防 金具”

“ ラス飛散防 フィルム”

取 付 し う！

家族 無事 確認し し う

服や荷物 考え 人

最優先 考え し う

★外出先 被災し 場合 身近 物 頭 係 人 指示

従 落 着い 避難 大

★脱出口 ヶ所以 確保！ 慌 外 飛び出 危険

～数時間経過

大災害の備え

防災館の紹介

服や荷物 取 戻

最 限 準備 や 非難 大事

ヷ火元 確認

ヷ ス 元栓 締

ヷブレヸ ヸ 落

★家 中 全 逃 い

さい 避難 最後 手段

揺 収
収まったわ…

落 着い 行動 ！

揺 必 収

頭ヷ足 保護し し う！

落 物や ラス片 危険

身近 物 保護し し う



子 も 一緒 考える大災害の備え　２号

★ しい情報 集 根 葉 無いうわさ 振 回さ い う

注意 ！

う 災害 遭遇し ７ 時間 日間 最 重要 ７ 時間 乗 越え

い 日頃 家族 話し合い 準備 し い 最 重要

次号 災害 備え い 考え

関町北小学校ＰＴＡ
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移動時 注意

避難生活

助け合って生き延びよう！

★危険 場所 け避け

★ べく道 中央を歩く

★切 電線 近 い

★ガラス 多い建物 近くを通 時 頭上 注意す

知っ得情報

災害の備えチェック表

必要物資 確保し し う

～ 時間経過

最低 日間 各自 用意し 食糧や水

必要 言わ います

不 ヷ不自由 気持 一緒

無理 ルヸル 互い助 合

い し う

エレベヸタヸ 乗 い 時 地震 発生し 場合

全 階 ボタン 押し 最寄 階 降 し う

万 一途中 し 場合 非常 出しボタン

押し 救助 求 し う

★暗 中 “携帯電話 あ ” あ

心 そう

何 良い ？



子 も 一緒に考える大災害の備え　３号                関町北小学校ＰＴＡ

      地震 突然や 生 残 落 着い 行動 大

      日頃 災害 備え 心構え 家族 話 合 う

．家 危険 箇 ェック う

ェック

命 家 う 我 家 “耐震診断” 行 い ？

家具 倒 い う 固定 置 方 工夫 い ？

窓ガ “飛散防止 ” 取 付け い ？

玄関や階段 避難 邪魔 う 物 置い い ？

暖 器具付近 燃えや い物 あ ？

家電製品 水槽や花瓶等 置い い ？

．行動 ェック う

ェック

身

火 消

否確認

窓や扉 開け

非常品 管理 持 出

♠ 前号 大 時間 使 家族全員 ョン

 う！

確 認 場

行 動

- 5 -

ゃん 話し合い る しら？不安 わ！

災害の備えチェック表

３号

防災館の紹介
災害への備え

ェック表 あ 話 合 う

い いう時 慌て いため

うすれ いい か ら？

“家族防災会議” 開い 家族 役割や家 危険

場 ェック 非常持 出 品 い

話 合 う！

災害備え ェック表

大災害 備え



子 も 一緒に考える大災害の備え　３号

．家族 連絡方法

★災害時 電話 くく 遠隔地 い 親戚や友人 連絡拠点

方法 あ

★“災害用伝言 ”“災害用伝言板” 連絡方法 あ

．非常持 出 品 非常備蓄品 作 う

我 家 非常持 出 品 緊急避難 際持 出 物

品 名 個 数 品 名 個 数 品 名 個 数

携帯飲料水

我 家 非常備蓄品 被災後 生活 支え 物

品 名 個 数 品 名 個 数 品 名 個 数

飲料水

乾 ン

★非常持 出 品 非常備蓄品 置 場 決 年 度 賞味期限 確認 う

★生活用水 消火用水 利用 浴槽 水 う

★ ガネ 靴 ッ 枕元 備え う

★ 杯 湯 心 落 着くこ あ う 湯 沸 手段 考え う

★好 菓子や 気 入 写真 心 支え う 非常持 出 品 中 入

う

関町北小学校ＰＴＡ

名 前 連絡方法 番号 名 前 連絡方法 番号
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災害用伝言 イヤル 災害用伝言板
伝言録音

伝言再生
＋ ＋被災者 電話番号

＋ ＋被災者 電話番号

携帯電話 利用 ッセ 残

こ

伝言 残 い人

あ 録 う

伝言板 表示 通信社

異

あ 伝言 残 い人

録

う

★伝言板 表示 通信社

異

伝言板 表示 通信社

異

あ 伝言 残 い人

録

う

★毎月 日(1月1日 除く)

防災週間(8月30日～9月5日)

体験



子 も 一緒に考える大災害の備え　３号

．我 家 防災 ッ 作 う

避難場 何 ？ 徒歩

全 場 こ ？

危険 場 こ ？

★“防災 ッ ” 全 避難 程記入 う

★頭 危険 物 い ック塀 倒 こ い 通学路 危険 場 ェック

う “避難場 ”“待 合わ 場 ” 決 く い う

大規模 地震 震度 弱以 生

時 公共 放送や商業施設 館内

放送 通 揺 来 数秒前

～数十秒前 地震予告

．緊急地震速報 地震 前 知 場合 想定 家族 話 合 う

例

★ 地震 い こ 起 わ 家族一緒 時 一人 時 仕事先 学校…

 場 状況 応 備え 大

★外出先 地震 起 場合 身 全 確保 全 場 避難

繁華街 地 街 車や 車内 学校 校時… 場 想

定 身 方 家族 話 合 う

関町北小学校ＰＴＡ

内 容 調 事

名 前 こ う

お母さん ショッピングセンター
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緊急地震速報
秒間 何 ？

日頃 備え 役立

“家族防災会議” 開い 後 う一度 大 時間

使 ョン う

初 ョン け行動 違 ？



子 も 一緒に考え 大災害 備え 号

前号 大災害 起 場合 行動 い 考え 今号 避難生活

い 重要 役割 “避難拠点” い 学 い い 思い

知 い 欲 い 最小限 内容

※詳 く 練馬区 行 い 避難拠点運営 手引 覧く い

“避難拠点” 運営 練馬区 学校 地域 民 ３者 行い 練馬区 避難拠点 責

任者 学校 学校施設 管理者 地域 民 避難者 支援 区 学校へ 協力

いう役割 あ 学校 年一回 学校地域合同防災訓練 行 い

関町北小学校ＰＴＡ

-  -

号

防災館 紹介

“避難拠点” 大災害 起 場合 活動拠点

★毎月１日(1月1日 除く)

防災週間(8月30～9月5日)

体験

伝言板 表示 通信社

異

あ 伝言 残 い人

メ アド ス 録

う

★毎月１回体験 ！

“避難拠点” 知 い ？

★毎月１日(1月1日 除く)

防災週間(8月30～9月5日)

体験

伝言板 表示 通信社

異

あ 伝言 残 い人

メ アド ス 録

う

★毎月１回体験 ！

避難所＋防災拠点＝避難拠点

“避難拠点” 役割 知 い ？

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

“避難拠点” ６ 役割 あ

避難拠点

水 食糧 配給

大災害の備え

防災館 紹介

服や荷物 取 戻

最 限 準備 やく非難 大事

そ 地域 活動拠点 あ 避難所 避難場所 呼

“避難拠点” 呼 い

◎学校 備蓄庫 校あた ６ 人分

食糧 生活必需品 療用品 資器材

備蓄さ いま

★各学校 受水槽 水 飲 ま

断水 い 場合 給水車や学校防災井戸

使用 給水 行わ ま

自分自身 備え おく ら 物資を他
人に回す ます

家庭 も最低１人× 日分 備え
お ましょう

町内会を中心 し ”避難拠点運営連絡会” 組織 います

協力し 一緒に行動しましょう

※今後 食糧

備蓄を700人

分に増やす

やペットボトル

水を置く

を検討し いま

す

クラッカ
ルフ 米
毛布
子 も用紙おむつ

が備蓄されて
います。



子 も 一緒に考え 大災害 備え 号

-  -

“避難拠点” 活用

復旧 復興 向け 活動 い

関町北小学校ＰＴＡ

★避難生活 場所や生活必需品 提供 えま

★毛布 敷物 ク あ ま

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

◎学校 備蓄庫 食料 飲料水 生活必需品

療用品 資器材 校当た 600人分

備蓄さ いま

被災者 相談

救助 要請

簡単 ケガ 手当 や 健康相談

簡単 ケガ 手当 や 健康相談

避難生活 支え

復旧 復興関連情報 提供

★ 療用 担架 ガ 包帯 備蓄さ いま

“避難拠点”へ避難 最後 手段

自宅 被害 ほ い方 自宅 生活 水 食糧 配給や

情報収集 “避難拠点” 活用

★仮設住宅へ あっせ やスト ス ケア 復旧

復興 た 必要 窓口 開 予定

防災会…地域住民 構成さ 組織

★避難者 寄せ た情報 必要 場合 避難拠点 通

避難者 防災会 災害対策本部 協力 要請 えま

★無線 配置さ い 通常 電話 連絡手段 絶た た

場合 地域 情報 災害対策本部 役所 送 こ ま

★災害対策本部 電気 ガス 水道 ライフライン 復旧状況そ

他 情報 掲示板 使っ 提供 えま



子 も 一緒に考える大災害の備え　５号 関町北小学校ＰＴＡ

前号 “避難拠点” 何 い 伝え 今号 避難生活

場合 心構え い

地震 精神的 肉体的 極限状態 あ 上 一人一畳 程度 スペ ス い

う環境 中 ライバシ い 睡眠 十 い トイ 不潔

暖 冷 い … 避難拠点 生活 不自由 スト ス “スト ス

トラ ” 考え 特 子 や 年寄 身体 不自由 方

厳 い環境 予想 うい 状況 周囲 人

協力や励 あい 大

★試 夏や冬 期間中 3時間 電気 水 ガス トイ 使わ い危機的状況 体験

う 避難生活 大変 わ

-  -

５号

防災館の紹介

大勢 人 学校 教室や体育館 間仕 い部屋 雑魚寝状態

一緒 生活 特 子 一緒 場合 次

注意 う

大勢 人 学校 教室や体育館 間仕 い部屋 雑魚寝状態

一緒 生活 い 特 子 一緒 場合 次

注意 う

“避難拠点” 学校 あ 本来 教育 場 あ 理解

わ

勝手 備品 持 出 処 い う配慮 授業

早期再開 率先 学校 協力 保護者 務

避難生活

避難拠点 共 生活 場 避難生活 次 守 う

．生活 や い場 う協力 合う

．規則 守 互い 励 合う

．運営 管理 積極的 参加 協力

．生活 不満 要望 代表者 通 行う

．乳幼児 年寄 障害 あ 人 ケガや病気 人 い わ 助 合う

．身体 心 不調 い 申 出

大災害の備え

防災館の紹介

服や荷物 取 戻

最低限 準備 や 非難 大事

避難拠点 学校 あ 忘 い う う

血管内 血栓 血管 軽度 場合 胸焼 発熱 い 症状 あ

最悪 死亡 あ 長時間 姿勢 発症

．起床 就寝時刻 決 規則正 い生活
．仮設トイ 人目 事故 危険 あ 一人 行
い

トイ 以外 場 絶対 い！
．う い 身体 清潔 保 対策 食中毒対策 行う
．水 取 体 動
“エコノミ クラス症候群 ” 予防



子 も 一緒に考える大災害の備え　５号 関町北小学校ＰＴＡ

“大災害 備え”や“避難生活” い 考え 災害

あ 本当 必要 “人 人 助 合い” い う ？

最後 “助 合い” い 考え い 思い

大災害 起 火事 起 ケガ 救急車や消防車 来

自 力 救助や手当 消火活動 あ 乗 越え トイ 使え い 風呂 入

い 洗濯 い 水 自由 使え い 避難生活 困難 状況 強い

助 合 い 日 人間関係 築い 大

-  -

助け合い

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産

ＹＥＳ　　　　

ＹＥＳ　　　　

学 校

※地区の行事 参加す 町会 の

も大切 す

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産

地 域

※地区の行事 参加す 町会 の

も大切 す

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産

ＹＥＳ　　　　

い いう時 大 力 “人間関係” 築い

項目 い 考え う

ＹＥＳ　　　　

家 族

※地区の行事 参加す 町会 の

も大切 す

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産

子 守 親 何

う 日 命 大 や

災害 向 心構え 自 身 守

方法 い 家族 い ？

隣近 コミュニケ ション 大

顔 あわ 時 挨拶 大

一歩 日 挨拶 心

い ？
※地域の行事 参加する 地域 の

も大切 す

※地域の行事 参加する 地域 の

も大切 す

( )子 友達 顔や 前 学校 先生方 顔や 前

     覚え い ？

学校行事 様々 活動 参加 学校 知

交流 場

( )保護者 士 コミュニケ ション 大 い ？

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産

※学校の非常口・防災資器材 保管し あ 備蓄倉庫 こ

あ 知 います ？学校の設備を知 くこ も大切

す

普段 心 家族 結束力

地域 力

災害 時 日常 生活

大 財産 ～人 人 助 合う

協力 合う 実

自 自身 助 い ～





わ   ※ 成 度 初版当時  

 

 

 4月 始動 ＰＴＡ本部 活動 一段落 ７月 私 ９月中 資料 形 1ヶ月 1

回 PTA会員 皆様 届 い いう無謀 目標 立 企画 スタ ト せ  

見通 立 取 組 い い 始 限

い予想以 奥深い課題 あ いう わ そ 範囲

掘 練 直 話 合い 重 子 一緒 考え う

最小限 内容 絞 決 私 手作 資料 過 せ

家族 災害 い 考え 今後 各 家庭 実態 あわせ 深い内容 話 合い

結び 頂 幸い 思い  

 

 2 月 防災資器材 保守点検 兼 保護者 対象 防災資器材取 扱い訓練 実施

予定 体験 通 身近 捉え 頂 保護者 皆様 積極的 参加 待

 

  

 資料 作成 あ 練馬区危機管理室防災課主事 大塚様 本校 井

校長先生 岡副校長先生 協力 頂 場 借 礼申  

 

 最後 日本 ホ ムステイ中 阪神淡路大震災 体験 現在 日本 子 国際交流事業

携わ い ランス アテンブロ 私 ホ ムステイ いう体験談 中 引

用 企画 締 い 思い  

 

神戸 い 間 阪神大震災 起 初 地震 く い強い 知  

私 泊 家 団地 1階 被害 遭わ け 十 揺  

け 一番驚い テレビ 宮 西宮 火事 被害 く見 外 出 テレビ

見 煙 自 目 見 出来 亡く 人 簿 テレビ 流 一度

私 部屋 出 後戻 亡く 人 簿 流 大 ショッ

ク 普通 世界 天災 テレビ 見 終わ け あ 時 現実 大

印象 残  

 団地 1階 方 全 場所 私 ホスト 親戚 階 い 家族 私達 家  

泊 来 全員 人 畳 部屋 人 寝 大変  

一週間 一番楽 天災 いう大 出来事 遭 外国人 日本人 壁 越え

気持 一 互い 面倒 見 顔 国 全然関係

く 仲良  

 

 

                成 月  ＜ 成 ９ 度ＰＴＡ本部＞ 

                          石原朝菜 井之川珠代 奥田元子  

                          井口美江子 大竹桂子 相澤明美 杉浦容子 

 

 

 

 

 



※東日本大震災後  

私 出来 ～東日本大震災 経験 ～  

 

 成 度関 北小学校ＰＴＡ 独自 企 発行 子 一緒 考え 大災害 備

え 後 成 月 日午後 時 東日本大震災 発生  

 関東地方 震度 5弱 大 揺 感 発生当時学校 い 子 実際 校庭 避難

後余震 続い 今 訓練 生 保護者 引 取 含 大 混

乱 く 冷静 行動 普段 心構え い 大 いう 子 保護者 身

感 い う  

 今後 高い確率 発生 予想 首都直 型地震 踏 え 実践的 備え

訓練 必要 学校 学校地域合 防災訓練 毎 実施 学 自 命 自

基本 中高学 加え 助け 側 人 助け 側 立

目標 カ キュ ム 組 取 組 い 災害 起 本校 子

保護者 被害 少 小 く 地域 重要 役割 担え う

大  

 東日本大震災 経 時期 本冊子 今一度改 家族 話 合う け

願  

 

 

成 月 

成 度 PTA本部 一  

 

 

 

 

 

 

 



※東日本大震災 10 いう節目  

災害 感染症 乗 越え 力  

東日本大震災 起こ た 今 4 生 生ま た た 普段 非常時 備え

いう防災意識 定着 け ま た  

昨 令和 世界 全く別 脅威 直面 ま た COVID-19 いう新型コロ ウ

イル 感染症 目 見え 知 間 広 詳細 いこ 病気 今 世界中

苦 いま 子 たち 約 月 間学校生活 送 い状況 続 ま た こ

う 苦 い状況 中 自然災害 い 起こ ま  

災害対策 感染症対策 今後常 複合的 対策 必要 く 予想 ま そ

単 こ や いい く 何 た 必要 こ あ そ 目的 知

くこ 大 い 感 ま 非常用袋 中身 見直 そ 一

ま  

感染防止 た 人 人 直接会 話 触 合う機会 失わ いま 今後 こ

状況 続く ま 人間関係そ 希薄 う 同 小学校 子

通わ 保護者同士 連絡 連携 密 い いう時 助け合え 仲間 あ たい

願 いま  

   令和 月 

                                                                         令和 度 PTA本部   一同 

 

 

 

 

発 行  初 版 成 月 成 度  

      改訂版 令和 月 令和 度  

 

参 考  避難拠点 手引  練馬区危機管理室防災課発行 

      ママ 子 地震 守 た 本  イ 出版 

      ‘災害知恵袋 三日間完全生 残 マ ュアル’ ‘首相官邸キ ル ’ 



 

本年度、規約や本部体制も時代の要望や実状に合わせて改革しました。 

 校区防災防犯防火連絡会を設立し、区・警察・消防等行政との連携も強化しま

した。 

 コロナ禍で中止していた、防災訓練も新校舎新校庭の環境のもと再開し、区や

消防を交えたふりかえりや、会員コメントをもとに大災害の備えと災害発生時

の行動を、わかりやすく１枚にまとめました。 

 令和５年度 PTA 本部 

 

初 版：平成２０年２月（平成１９年度） 

改訂版：令和５年９月（令和５年度） 



大災害への備え

家族全員揃って避難できるとは限らないのでよく話し合っておきましょう

□避難場所や避難拠点の確認
自宅最寄りの市区立小中学校、広域避難場所（上石神井アパート付近）
危険はなくなったが家で生活はできない場合⇒「避難場所」
危険がなくなり家で生活できる場合⇒帰宅

□避難経路の確認

□緊急持ち出し袋の準備
【貴重品】 □現金（小銭）、□身分証明書（免許証、健康保険証）、□通帳

□証券類（保険証券・権利証 等）、□印鑑 、□母子手帳、□家や車の鍵
【生活用品】□飲料水、□非常食（アレルギーをお持ちの方がいらっしゃるご家庭は特に準備）

□携帯トイレ、□生理用品、□救急用品（常備薬：特に心臓、血圧、血糖、アレルギー）
□タオル、□ティッシュ、□衣類、□笛、□懐中電灯、□乾電池、□ライター□ヘルメット
□軍手・皮手袋、□ビニールシート・保温シート、□ガムテープ、油性ペン
□眼鏡（コンタクト） □雨衣、□万能ナイフ、□好きなお菓子※リラックス

備蓄品の目安
飲料水（1日当たり3リットル）と備蓄食 × 人数 ×3-4日分
簡易トイレ（１日5回分） × 人数 ×3-4日分

【情報用品】□スマートホン・携帯電話、□携帯ラジオ、□モバイルバッテリー、□筆記用具
□連絡先（家族・親戚・知人）、□家族の写真※心の支え
※乳児や高齢者がいる場合
□哺乳瓶、□粉ミルク（離乳食）□おむつ、□おしりふき

□家の中の安全対策（家具が倒壊し避難できずに生死が分かれることも）
□家具の固定（食器棚、本棚、冷蔵庫）、滑り止め防止
□部屋の出入り口付近、廊下、階段に大きな家具や物は置いていない
□重いもの、割れるものは上に置いていない
□手の届くところに懐中電灯やスリッパを準備
□窓ガラス飛散防止フィルムの貼付

□大切な人との連絡手段の確保
□災害伝言ダイヤル（171）・災害用伝言板Web171

毎月1日、15日、1月1日-1月3日、防災週間（8月30日〜9月5日）
防災とボランティア週間（1月15日〜1月21日）に体験利用ができます。

□X（Twitter）ライフライン、Facebook災害時情報センター、LINE災害連絡サービス
□自宅や家族の電話番号 ※最近は番号を覚えていないというケースが増えてきています

自宅住所

さんの番号

さんの番号

さんの番号

練馬区立関町北小学校 校区防災防犯防火連絡会 空白は自由に記入



災害発生時の行動

家族全員揃って避難できるとは限らないのでよく話し合っておきましょう

発災時（地震の例）
0分 ：身体防護

身体（特に頭部）の防護を最優先、テーブルの下にもぐり脚をつかむ
～5分 ：周囲の安全確認

身辺の安全確認、落下物破片等に注意
～20分 ：避難準備

家族の安否確認、火元、ガスの元栓、ブレーカーの遮断
～3時間：安全確保

家の中が安全ならば家に留まるほうが良い場合もあるが、余震による倒壊もあるため
家族でよく話し合い判断をする

（移動）
危険な場所はできるだけ避け、なるべく道の中央を歩く
切れた電線などには近づかない
ガラスの多い建物の近くを通る時は頭上に注意する

～24時間：避難生活 最低３日間は各自が用意した食糧や水が必要
正しい情報を集め、うわさに振り回されないよう注意

避難生活をより快適にするには…
・生活しやすい場所となるよう運営・管理に積極的に参加、協力する
・規則を守り、互いに励まし合う
・不満・要望は代表者を通じて行う
・乳幼児・お年寄り・障害のある人・ケガや病気の人をいたわり助け合う
・身体・心の不調については、すぐに申し出る。
・起床・就寝時刻を決めるなど、規則正しい生活をする。
・仮設トイレは人目につきにくく事件事故の危険があるので一人では行かせない
・トイレ以外の場所ですませることは絶対にしない！ ※震災時も性的被害が発生
・うがい・身体の清潔を保つなど、かぜ対策・食中毒対策をしっかり行う
・水分をこまめに取り、体を動かす

練馬区立関町北小学校 校区防災防犯防火連絡会

【トイレの準備】
（自宅）
既存のトイレに非常用トイレをセットして使用

《自宅で作れる非常用トイレ》
①便座を持ち上げ便器に大きいビニール袋をセット
②便器に汚物袋をセット
③汚物袋の中に新聞紙や凝固剤等を入れる（凝固剤は使用後に投入する場合も）

（避難所）
携帯トイレを非常持ち出し袋に入れておくと安心
仮設トイレの設置には時間がかかり、多くの人が利用するため、悪臭や不衛生等、ストレスが

かかりやすい状況が続く可能性が高い

【学校から児童・生徒を引き取る時】
・引き取る人の氏名
・児童との関係（保護者・登録者のみ）
・児童の氏名

【避難する時の注意点】
・ガスの元栓を閉める
・コンセントを抜く
・ブレーカーを落とす


